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◎
こ
こ
ま
で
来
れ
ば
世
紀
の
大
愚
行
と
し
て
東
京
五
輪
を
開
催
し
た
ほ
う
が
政
権
交
代
へ
の
近
道
で
は
な
い
か
と
い
う
気
も
す
る
が
、
苦
し
み
な
が
ら
亡
く
な
る
感
染
者
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
や
は
り
最
後
ま
で
反
対
す
べ
き
だ
と
思
う
↓
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◎佐野市の場合65歳以上74歳以下の人のワクチン予約受付は6月7日(月)午前9時30分からになっています。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
り
ま

し
た
。

し
か
し
各
地
で
予
約
が
集

中
し
、
電
話
も
ネ
ッ
ト
も
つ

な
が
ら
な
い
状
態
が
多
発
し

て
い
ま
す
。

組
合
で
は
６
５
歳
以
上
で

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
な

く
、
子
供
等
に
も
頼
め
な
い

組
合
員
に
限
定
し
て
、
ワ
ク

チ
ン
の
ネ
ッ
ト
予
約
を
支
援

し
ま
す
。

希
望
者
は
接
種
希
望
日
時
、

場
所
、
接
種
券
番
号
、
生
年

月
日
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
組
合

員
の
命
と
健
康
を
守
る
活
動

の
一
環
で
す
。

し
か
し
、
接
種
は
あ
く
ま

で
任
意
で
あ
り
、
不
安
の
あ

る
人
は
必
ず
事
前
に
医
師
に

相
談
し
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
組
合
員
を
取
り
巻

く
状
況
は
昨
年
以
上
に
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
建
設
関
係
で
は
春
以
降
仕
事
量
の
減
少
が
続

い
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
労
働
相
談
も

増
え
て
い
ま
す
。

◎
組
合
員
の
松
井
さ
ん

(

仮
名)

は
２
年
前
求
人
サ

イ
ト
で
見
つ
け
た
建
材
会

社
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

当
初
か
ら

「償
却
制
で
」

と
言
わ
れ
月
２
０
万
円
ダ

ン
プ
車
両
代
と
し
て
売
上

か
ら
相
殺
さ
れ
ま
し
た
。

８
年
で
支
払
が
終
了
し
車

両
の
名
義
を
変
更
で
き
る

と
い
う
条
件
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
今
年
春
か
ら

仕
事
量
が
減
少
会
社
か
ら

「契
約
解
除
」
を
通
告
さ

れ
ま
し
た
。
松
井
さ
ん
は

い
ま
ま
で
支
払
っ
た
車
両

代
の
返
金
を
求
め
ま
し
た

が
入
社
時
の
車
両
契
約
は

「割
賦
販
売
」
で
は
な
く

「賃
貸
借
契
約
」
で
あ
り
、

返
金
は
拒
否
さ
れ
ま
し
た
。

「償
却
制
」
を
め
ぐ
る
ト

ラ
ブ
ル
は
ダ
ン
プ
業
界
で

は
古
く
て
新
し
い
問
題
で

す
。

◎
山
田
さ
ん(

仮
名)

は
勤

め
て
い
る
運
送
会
社
か
ら

コ
ロ
ナ
で
仕
事
量
が
減
り

収
入
が
半
分
以
下
に
な
り

ま
し
た
。
会
社
に
休
業
補

償
を
求
め
た
と
こ
ろ

「労

働
者
で
は
な
く
個
人
事

業
主
な
の
で
対
象
外
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。

４月18日(日)宇都宮市で行なわれた食糧支援「もってけ市」

長引くコロナ禍により生活困窮者は増え続けています。

・給与、手当の支払い等に関すること・解雇、雇止め等に関すること

栃木労働局 028-634-9115

◎弁護士による無料相談「フリーランス・トラブル110番」

◎中小企業庁による中小業者・個人事業者向け相談窓口

まだ反対署名できます→https://www.change.org/ 宛先は「ぼったくり男爵」

入
社
時
の
契
約
を
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
雇
用
契
約
で
は

な
く
、
運
転
委
託
契
約
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

☆

☆

☆

☆

松
井
さ
ん
、
山
田
さ
ん
と

も
に
入
社
時
の
契
約
文
書
を

よ
く
確
認
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
や
っ
と
決
ま
っ
た
仕

事
を
失
い
た
く
な
い
と
い
う

負
い
目
も
あ
っ
た
と
い
い
ま

す
。政

府
は

「働
き
方
改
革
」

と
し
て
労
働
力
の
流
動
化
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
で
最
も
犠
牲
を
強
い
ら
れ

て
い
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な

非
正
規
労
働
者
で
す
。

定
額
給
付
金
の
再
支
給
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。



自
治
体
国
保
は
所
得
や

固
定
資
産
に
よ
っ
て
保
険

料
が
毎
年
変
わ
り
ま
す
。

建
設
国
保
は
所
得
や
資

産
に
関
係
な
く
、
年
齢
と

家
族
構
成
で
保
険
料
が
一

律
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
私
の
場
合
、
子

供
は
独
立
し
て
い
る
の
で

加
入
す
る
の
は
妻
と
私
の

２
人
に
な
り
ま
す
。
建
設

国
保
だ
と
月
額
２
６
４
０

０
円
で
す
。
介
護
保
険
も

一
律
２
７
０
０
円
で
す
。

私
の
昨
年
の
所
得
で
計
算

す
る
と
、
市
の
国
保
よ
り

も
年
間
で
３
万
円
以
上
安

い
計
算
で
す
。
毎
月
定
額

な
の
で
支
払
も
楽
で
す
。

今
年
度
の
国
保
税
は
来

月
決
定
し
ま
す
。
み
な
さ

ん
も
次
の
表
を
使
っ
て
比

較
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

建
設
国
保
は
人
間
ド
ッ

ク
や
が
ん
検
診
な
ど
に
対

す
る
補
助
制
度
が
充
実
し

て
い
ま
す
。

１
３
０
０
０
円
ま
で
は

全
額
補
助
さ
れ
ま
す
。

限
度
額
は
年
間
３
万
円

(

１
回
分
限
り)

で
す
。

組
合
で
は
毎
年
日
曜
日

に
健
康
診
断
会
を
行
っ
て

い
ま
す
。
私
も
毎
年
受
け

て
い
ま
す
が
、
昨
年
か
ら

建
設
国
保
組
合
員
は
こ
の

制
度
が
適
用
さ
れ
自
己
負

担
な
し(

立
替
払
い)

で
健

診
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

メ
タ
ボ
予
防
検
診
や
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

補
助
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

会
社
員
な
ど
が
加
入
す

る
社
会
保
険
の
場
合
、
病

気
で
仕
事
が
で
き
な
い
場

合
傷
病
手
当
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。
私
た
ち
自
営
業

者
が
加
入
す
る
自
治
体
国

保
は
傷
病
手
当
金
が
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
こ
が
大
き
な

違
い
で
す
。

建
設
国
保
の
場
合
、
３

日
以
上
入
院
し
仕
事
が
で

き
な
く
な
っ
た
場
合
、
入

院
１
日
に
つ
き
５
０
０
０

円
が
４
０
日
限
度
で
支
給

さ
れ
ま
す
。

私
も
２
年
前
、
眼
病
で

自
治
医
大
に
入
院
し
た
と

き
傷
病
手
当
金
の
支
給
を

受
け
助
か
り
ま
し
た
。

仕
事
上
の
ケ
ガ
な
ら
労

災
保
険
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

労
災
は
絶
対
入
る
べ
き
で

す
。
し
か
し
、
仕
事
と
関

係
の
な
い
病
気
等
で
入
院

し
た
場
合
は
大
変
で
す
。

入
院
給
付
の
あ
る
生
命

保
険
は
諸
条
件
で
入
れ
な

い
組
合
員
が
い
ま
す
。

傷
病
手
当
金
も
建
設
国

保
の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
だ

と
思
い
ま
す
。

【加
入
で
き
る
人
】

ダ
ン
プ
や
建
設
職
人
な

ど
建
設
業
に
従
事
す
る
一

人
親
方
と
家
族
。
も
し
く

は
常
時
４
人
以
下
の
従
業

員
を
雇
用
す
る
個
人
事
業

所
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
人

と
家
族
。

【加
入
で
き
な
い
人
】

建
設
業
で
な
い
人
。

常
時
５
人
以
上
の
従
業

員
を
使
用
す
る
事
業
者
に

雇
用
さ
れ
て
い
る
人
、
及

び
法
人
の
事
業
所
に
属
す

る
人
な
ど
。

安
倍
政
権
に
よ
る
森
友

学
園
問
題
を
め
ぐ
り
自
殺

に
追
い
込
ま
れ
た
財
務
局

職
員
の
問
題
が
追
及
さ
れ

て
い
ま
す
。
も
う
一
人
、

私
た
ち
が
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
犠
牲
者
が
い
ま
す
。

２
０
１
７
年
３
月
、
東

京
五
輪
会
場
に
な
る
新
国

立
競
技
場
の
建
設
現
場
で

現
場
監
督
と
し
て
働
い
て

い
た
２
３
歳
の
男
性
が
過

労
自
殺
し
ま
し
た
。

工
事
は
無
理
な
工
期
、

人
手
不
足
に
よ
り
過
重
労

働
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
男
性
は
連
日
早
朝

か
ら
深
夜
ま
で
働
き
、
亡

く
な
る
直
前
の
時
間
外
労

働
は
２
０
０
時
間
を
超
え

て
い
ま
し
た
。
遺
族
は
過

労
自
殺
と
し
労
災
申
請
を

行
な
い
ま
し
た
。
五
輪
関

連
で
は
他
に
も
３
人
が
労

災
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

安
倍
政
権
が
大
嘘
を
つ

い
て
招
致
し
た
五
輪
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
さ
ら
に
国
民

の
命
を
犠
牲
に
し
強
行
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

２０２１年５月２５日 Ｎｏ２３４

◎日本のワクチン接種率は約2％(5/14)、クーデターが起こっているミャンマー並だとか。発展途上国として明るい未来が待ってるぞ(´艸｀)。

タ
イ
ヤ
を
知
り
尽
く
し
た
男
石

﨑
日
出
男
さ
ん
に
組
合
で
扱
う
大

型
タ
イ
ヤ

「
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
」

(

同
封
チ
ラ
シ
参
照)

を
１
０
本
ご

購
入
い
た
だ
き
ま
し
た
。

石
﨑
さ
ん
は
ス
プ
リ
ン
グ
、
ラ

イ
ニ
ン
グ
、
ト
ラ
ニ
オ
ン
シ
ャ
フ

ト
等
々
自
力
で
交
換
す
る
こ
と
で

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
タ

イ
ヤ
の
自
力
単
独
脱
着
は
関
係
者

の
間
で
伝
説
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
初
め
て
カ
メ
ラ
が
作
業
風
景

を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
！

タ
イ
ヤ
と
ホ
イ
ー
ル
で
合
計
百

キ
ロ
近
く
あ
る
重
量
物
。
や
は
り

力
だ
け
で
は
な
く
、
テ
コ
の
原
理

を
応
用
し
た
考
え
抜
か
れ
た
作
業

で
し
た
。
自
作
し
た
タ
イ
ヤ
固
定

具
に
タ
イ
ヤ
を
セ
ッ
ト
し
タ
イ
ヤ

レ
バ
ー
３
本
で
巧
み
に
脱
着
し
ま

す
。
労
力
、

時
間
を
考
え
れ
ば
業

者
に
や
っ
て
も
ら
っ
た
ほ
う
が
・
・

「
自
分
で
や
っ
た
ほ
う
が
楽
し
い
」

ち
な
み
に
石
﨑
さ
ん
、
生
ま
れ

た
の
は
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
の
２
か

月
前
・
・
・

・
！
。

思考錯誤のすえにつくったタイヤを固

定させる道具。タイヤレバーが外れな

いようにゴムバンドで固定してるとこ

ろに手作り感があふれる。

「外すより入れるほうが難しい。このタ

イヤは耳が硬くて大ハンマーでぶったた

いてやっと入った。叩き方もコツがある。

力まかせにやるとホイールが割れるよ」

見てるだけで腰が痛くなる。

建設国保の月額保険料(※自治体の国保税は基本8期)

組合員のみなさん。日頃組

合活動へのご理解ご協力あり

がとうございます。

今回は私も入っている組合

の建設国保について説明させ

ていただきます。


